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■今年も変わらぬ新そばの香りりり
塩川新そばまつり

（11月23日　塩川蔵史館）
　手軽に新そばが味わえる、塩川新そばまつつつつつりにりにりにりりりにりりにりにりにりりにりにりににに
は今年も長蛇の列ができました。
　会場内では、そば打ち名人の腕前を間近で見る
ことができ、新そばとともに楽しめました。
　また、新そばの味や香りを求めて、県外ナンバ
ーの観光客の車も多く見受けられました。

■子子どどどどももももののののののののメメメメメメメメメメメメメメメメメメデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアア依依依依依依存存存存存存存存をををををを学学学学学学学学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶ
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■ひろみちちお兄ささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんとととととととととととととととと楽ししししししししししししししししししもももももももももももももももももももももももううううううううううううう
親子体操教室

（11月19日、 押切川公園体育館）
　体操のお兄さんとしておなじみのみ 、佐藤弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘道ささささささ
んを講師に親子体操教室が行われましたしたしたしたしたしたしたししたしししたたしたした。。。。県。。。。 内内外内内外内外内外内外内外内外外外内内内内外外外外外外
から未就学児童とその保護者約400人0人人人人人人人人人人0人人人人人人人人ががががが集が集ががががががががががが まりまりまりまりまりまりまりまりりりりまままままま
した。写真はお寿司のトロを親をを 子で子で子で子で子で子で子で子で子で子で子でで子で子で子で表現してしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてててててているいるいいるいいいるいるいるいいるいるいいる
ところです。次々々々に繰にに り出りりり されされされれれれれれれれるユるユるユるユるユるユるユユるユユるユるユユユユユユニーニーニーニーニーーニニーニーニーニーニーーニーニークククなクなクなクなクなクなクククククなななクなクななククな体体体操体体体体体体体体
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■お寺の和尚さんがかぼちゃゃゃゃゃゃゃゃののの種を…
第一保育所児童 施設訪問

（12月６日、特別養護老人ホ人ホ人人ホ人ホームームームムーー しょしょしょしょうぶ苑）
　第一保育所による老人ホームムム訪問ののの様子です。す
手遊び「お寺の和尚さん」をおじいじいじいちゃちゃちゃんん、んん おば
あちゃんと一緒に歌いましした。今歌今今今 われわれわれれていていて る歌
詞は「忍法使って空飛んで、東京タタタワーワーワーにぶぶつか
って…」と、昔とはかなり変化しているいい よううううですでで 。

■本格的にそば打ちちをををを学学学学学学学学学学学学学学学学学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ
熱塩加納そば打ち教室
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みんなのページ

出会い ふれあい

12月14日、上三宮遊樹館で行われた料
理倶楽部に参加の皆さんにお話しを伺い
ました。
「特に上三宮地区限定というわけではな
く、年間を通じて活動しています。今日は
13人で作りました。メニューは魚介のスー
プ仕立てとキノコのリゾットです。イタリア
ンですね。特に上手にできたと思います。
これまでにレアチーズケーキ、水餃子、ラ
イスサラダ、鯛めし、つみれとチャーハン
などにチャレンジしました。
韓国の方の参加もあり、みんなが自由

な雰囲気で和気あいあいと楽しんでいま
す。」

｢料理倶楽部｣の皆さん 市長に喜びを伝える受賞者と関係者の皆さん

社団法人発明協会会長奨励賞に輝
いた安部愛菜さんの「光るカサ」

喜多方市発明展受賞者の皆さん

問問

社
団
法
人
発
明
協
会
会
長
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励
賞
に
安
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い
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よ
る
〝
元
気
な
喜
多

方
〞
全
国
発
信
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
１１
月

４
日
、「
本
市
産
業
の
更
な
る
活
性
化
と
原

発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
払
拭
へ
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
に
喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
、

約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
き
た
か
た
大
使

１３
人
に
よ
る
自
己
紹
介
や
意
見･

提
言
の
あ

と
、
き
た
か
た
大
使
３
人
と
地
元
産
業
界

の
代
表
者
な
ど
３
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
と
と
も
に
風
評
被
害
払
拭
に
向
け
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
課
広
報
広
聴
室
☎（
２４
）５
２
０
６

●
き
た
か
た
大
使
に
よ
る
〝
元
気
な

喜
多
方
〞
全
国
発
信
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▲冠木商店主屋及び座敷蔵

▲旧嶋新商店店舗蔵

▲旧山時呉服店家財蔵

 市政トピックス

新
た
に
３
カ
所
、
８
件
の
建
造
物
が
登
録

き
た
か
た
大
使
と
風
評
被

害
払
拭
へ
向
け
意
見
交
わ
す

１０
月
２８
日
を
も
っ
て
、
次
の
３
カ
所
、

８
件
の
建
造
物
が
新
た
に
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

【
冠
木
商
店
主
屋
及
び
座
敷
蔵
ほ
か（
全
３

棟
）】

■
件
名

冠
木
商
店
主
屋
及
び
座
敷
蔵
、

同
店
質
蔵
、
同
店
南
の
蔵

■
所
在

字
一
丁
目
４
６
３
６
‐
１

冠
木
商
店
主し

ゅ

屋お
く

及
び
座
敷
蔵
の
座
敷
蔵

部
分
と
質
蔵
は
江
戸
時
代
の
嘉か

永え
い

７
年（
１

８
５
４
）と
天て

ん

保ぽ
う

１３
年（
１
８
３
６
）の
築
造

で
あ
る
こ
と
が
墨
書
と
棟
札
か
ら
わ
か
る

蔵
で
す
。
南
の
蔵
は
明
治
２８
年（
１
８
９

５
）の
築
造
と
さ
れ
る
蔵
で
現
在
は
染
色
工

房
レ
ン
ガ
の
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
蔵
も
建
築
年
代
が
明
確
で
、
当

●
国
の
登
録
有
形
文
化
財
登
録

初
の
形
態
を
保
っ
て
お
り
、
江
戸
時
代
以

来
の
旧
商
家
の
た
た
ず
ま
い
を
伝
え
て
い

ま
す
。

【
旧
嶋
新
商
店
店
舗
蔵
ほ
か
（
全
４
棟
）】

■
件
名

旧
嶋
新
商
店
店
舗
蔵
、
同
店
座

敷
蔵
及
び
主
屋
、
同
店
一
号
蔵･

二
号
蔵
及

び
三
号
蔵
、
同
店
四
号
蔵

■
所
在

字
一
丁
目
４
６
４
７
‐
１

旧
嶋
新
商
店
店
舗
蔵
は
明
治
３８
〜
４１
年

（
１
９
０
５
〜
１
９
０
８
）築
造
、
主
屋
及

び
座
敷
蔵
の
座
敷
蔵
部
分
は
明
治
１１
年

（
１
８
７
８
）築
造
で
、
明
治
１３
年
の
喜
多

方
大
火
に
も
耐
え
た
蔵
と
伝
え
て
い
ま
す
。

一
号
蔵
・
二
号
蔵
及
び
三
号
蔵
の
う
ち
ニ

号
蔵
は
、
明
治
１５
年（
１
８
８
２
）に
起
こ

っ
た
喜
多
方
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
会
津

三
方
道
路
建
設
で
解
体
さ
れ
た
蔵
を
移
築

し
た
も
の
と
伝
え
て
い
ま
す
。
四
号
蔵
は
一

号
〜
三
号
蔵
の
西
側
に
並
ぶ
蔵
で
す
。
一

号
か
ら
四
号
蔵
と
続
く
２
階
建
て
の
蔵
は

独
特
の
重
厚
な
外
観
を
持
ち
、
三
十
八
間

蔵
と
呼
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
旧
山
時
呉
服
店
家
財
蔵
】

■
件
名

旧
山
時
呉
服
店
家
財
蔵

■
所
在

字
一
丁
目
４
６
４
７
‐
２

こ
の
蔵
は
、
昭
和
１２
年（
１
９
３
７
）に

家
財
蔵
と
し
て
築
造
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
設
計
図
と
関
係
資
料
が
良
好
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
白
漆し

っ

喰く
い

壁
、
刳く

り
蛇じ

ゃ

腹ば
ら

、
腰

板
の
外
観
や
太
い
中な

か

引び

き
梁は

り

、
ト
ラ
ス
と

い
わ
れ
る
屋
根
を
支
え
る
構
造
な
ど
は
建

築
当
初
の
姿
を
保
ち
、
本
市
の
昭
和
初
期

の
典
型
的
な
蔵
で
す
。

文
化
課
文
化
振
興
係
☎（
２４
）３
８
２
１

問問

問問
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２
・
０
％（
５
年
以
内
の
償
還
で
あ

れ
ば
年
１
・
５
％
）

○
支
払
期
間
…
１０
年
以
内（
法
定

耐
用
年
数
以
内
）

商
工
課
商
工
労
政
班

☎（
２４
）５
２
３
３

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
対
す
る
市
民
の
一
層
の

関
心
を
高
め
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
の
促
進
を
図
る
た
め
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
た
個
人
お
よ
び
事
業
所
・
団

体
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

◆
表
彰
部
門

○
個
人

○
事
業
所
・
団
体

◆
対
象
者

○
女
性
の
人
材
育
成
や
積
極
的
登

用
な
ど
を
通
じ
、
女
性
の
社
会
参

市
内
の
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん

が
必
要
と
す
る
機
械
や
設
備
な
ど

を
市
が
購
入
し
、
低
利
で
割
賦
販

売
す
る
制
度
で
す
。

◆
受
付
期
間

１
月
５
日（
木
）〜

２５
日（
水
）〔
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

開
庁
日
〕

◆
対
象

市
内
で
１
年
以
上
事
業

を
継
続
し
、
市
税
な
ど
を
完
納
し

て
い
る
こ
と

◆
対
象
と
な
る
貸
付
機
械
類
２０
万

円
以
上
で
法
定
耐
用
年
数
５
年
以

上
の
機
械
設
備（
例
…
コ
ピ
ー
機
、

冷
暖
房
設
備
、
試
験
測
定
機
器
な

ど
）

◆
限
度
額

１
０
０
０
万
円（
税

込
み
）

○
保
証
人
…
法
人
は
代
表
者
と
第

三
者
１
人
、
個
人
は
第
三
者
１
人

○
貸
付
利
率
…
残
債
に
対
し
年

画
の
促
進
に
貢
献
し
た
個
人
ま
た

は
事
業
所
・
団
体

○
地
域
社
会
で
男
女
共
同
参
画
の

意
識
を
広
め
る
た
め
の
活
動
を
し

て
い
る
個
人
ま
た
は
事
業
所･

団
体

○
女
性（
男
性
）が
進
出
す
る
機
会

が
少
な
か
っ
た
分
野
に
進
出
し
、

地
域
づ
く
り
や
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
る
個
人
ま
た
は
事
業
所･

団
体

◆
応
募
資
格

○
個
人
部
門
…
喜
多
方
市
に
住
所

が
あ
る
方

○
事
業
所
・
団
体
部
門
…
市
内
に

事
務
所
が
あ
る
事
業
所
、
法
人
、

非
営
利
団
体
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
各
種
団
体

◆
応
募
方
法

○
個
人
部
門
…
自
薦
ま
た
は
推
薦

者
に
よ
る
応
募

○
事
業
所
部
門
…
事
業
者
ま
た
は

勤
務
す
る
従
業
員
な
ど
、
ま
た
は

各
種
団
体
に
属
す
る
者
に
よ
る
応

募○
各
部
門
と
も
所
定
の
応
募
用
紙

に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募

用
紙
は
、
企
画
政
策
課
お
よ
び
各

総
合
支
所
住
民
課
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

○
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

※
本
庁
企
画
政
策
課
へ
提
出
す
る

場
合
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

も
応
募
可
能
で
す
。

◆
受
賞
者
の
決
定

喜
多
方
市
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
功
労
者

表
彰
選
考
委
員
会
に
よ
り
選
考

し
、
市
長
が
決
定
し
ま
す
。

◆
応
募
期
限

１
月
２７
日（
金
）必

着◆
応
募
先

企
画
政
策
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
住
民
課

◆
表
彰

表
彰
状
お
よ
び
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。
２
月（
予
定
）に

表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

申

〒
９
６
６
‐
８
６
０
１（
住

所
記
載
不
要
）喜
多
方
市
総
合
政

策
部
企
画
政
策
課
☎（
２４
）５
２
０

８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２５
）７
０
７
３
、
Ｅ
メ

ー
ル

seisa
ku@
city.kita

ka
ta
.

fukushim
a
.jp

市民の皆さんの
生活に直結するい
ろいろな制度や催
しなどを紹介する
コーナーです。
情報の詳細につ
いては、問へ連絡
してください。

税などの納期限
■1月25日
・市県民税
・国民健康保険税
　(普通徴収)
■1月31日
・後期高齢者医療  
　保険料
　(普通徴収)

市民課と税務課の
窓口業務を、午後
７時まで延長して
います。
※税務諸証明は本
庁のみで対応。
◆月曜日（塩川総
合支所）
◆火曜日（本庁、
高郷総合支所）
◆水曜日（熱塩加
納総合支所）
◆木曜日（山都総
合支所）
◆金曜日（本庁）

問問

市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

功
労
者

市
機
械
類
貸
付
譲
渡
制
度（
第

４
期
）の
受
け
付
け

問問

申申

問問
申申

補
助
・
支
援

募

集
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◆
申
し
込
み

所
定
の
申
込
書
に

よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
事

務
局
へ
送
付
い
た
だ
く
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。（
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.zenkyo.or.JP

/
syodankai-iwate/

）

下
請
中
小
企
業
震
災
復
興

特
別
商
談
会
開
催
事
務
局（
財
団

法
人
全
国
中
小
企
業
取
引
振
興
協

会
内
）☎

０３（
５
５
４
１
）６
６
８

８
喜
多
方
市
に
お
い
て
事
業（
製

造
業
、
建
設
業
、
卸
小
売
業
、
不

動
産
賃
貸
業
、
通
信
運
搬
業
、
サ

ー
ビ
ス
業
、
農
林
畜
産
業
な
ど
）を

営
ん
で
い
る
個
人
・
法
人
が
、
そ

の
事
業
の
用
に
供
す
る
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
、
償
却

資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は

１２
月
中
に
申
告
書
を
送
付
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
１
月
３１
日
ま
で
に

税
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
の
経
済
活
動
の

速
や
か
な
復
興
を
図
り
、
本
災
害

が
我
が
国
経
済
に
与
え
る
悪
影
響

を
最
小
限
の
も
の
と
し
、
被
災
地

域
の
下
請
中
小
企
業
の
迅
速
な
再

建
を
図
る
た
め
、
経
済
産
業
省
中

小
企
業
庁
で
は
、「
下
請
中
小
企

業
震
災
復
興
特
別
商
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

今
回
の
大
震
災
を
受
け
、
発
注

企
業
に
お
い
て
も
自
社
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
見
直
す
動
き
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
新

し
い
も
の
づ
く
り
体
制
の
構
築
に

向
け
て
、
新
た
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
担
い
手
で
あ
る
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

３
月
１４
日（
水
）午
後
１

時
〜
５
時
３０
分

◆
場
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡

駅
前
北
通
２
番
２７
号

ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ

ン
グ

◆
参
加
資
格

青
森
県
、岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃

木
県
、
千
葉
県
に
工
場
な
ど
を
有

す
る
下
請
中
小
企
業

◆
申
込
期
限

２
月
９
日（
木
）〔
先

着
順
〕

「
下
請
中
小
企
業
震
災
復
興
特

別
商
談
会
」参
加
受
注
企
業

　

税
問問

申申
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申

告
を
お
忘
れ
な
く
〜
申
告
期
限

は
１
月
３１
日
で
す
〜

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、

ま
だ
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
償
却
資
産
と
し
て
申
告
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
も
の

○
構
築
物

・看
板
、
路
面
舗
装
、
堀
、
広
告
塔
、

ネ
オ
ン
な
ど
の
す
べ
て
の
屋
外
設

備・牛
舎
、
豚
舎
、
鶏
舎
な
ど（
家
屋

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
を

除
く
）

・
改
築
改
装
な
ど
に
か
か
る
附
帯

設
備
工
事
な
ど

○
機
械
お
よ
び
装
置
…
す
べ
て
の

工
作
、
製
造
、
加
工
、
修
理
、
動

力
設
備
機
械
な
ど

○
船
舶
…
釣
り
舟
、
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
な
ど

○
車
両
お
よ
び
運
搬
具
…
ト
ロ
ッ

コ
、
台
車
、
構
内
運
搬
車
、
産
業
・

建
設
車
両
な
ど
で
ナ
ン
バ
ー
が
つ

い
て
い
な
い
も
の

○
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品
…
机
、

イ
ス
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
陳
列
ケ

ー
ス
、
応
接
セ
ッ
ト
、
冷
蔵
庫
、

自
動
販
売
機
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ

コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

医
療
機
器
、
理
美
容
機
器
、
厨
房

用
品
、
そ
の
他
の
業
務
用
備
品
な

ど

※
例
え
ば
農
業
の
場
合
、
乾
燥
機
・

も
み
す
り
機
な
ど
、
ナ
ン
バ
ー
を

取
得
し
て
い
な
い
備
品
す
べ
て
が

申
告
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
家
屋
を
新
増
築
し
た
と
き
は
お

早
め
に
連
絡
を

家
屋
を
新
増
築

し
た
場
合
、
そ
の
部
分
の
固
定
資

産
税
が
新
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
税
額
を
決
定
す
る
た
め
に
家

屋
評
価
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
完
成
後
は
、

な
る
べ
く
家
屋
を
ご
使
用
に
な
る

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
届

出
を

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
必
ず
「
家
屋
取
壊
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
遅
れ
る

と
、
取
り
壊
し
た
家
屋
に
も
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ

っ
た
と
き
は
届
出
を

登
記
を
し

て
い
な
い
家
屋
を
売
買
、
贈
与
、

相
続
し
た
場
合
は
、
必
ず
「
納
税

義
務
者
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
届
出
も
、
用
紙
は
税

務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎（
２４
）５
２
１
８
ま
た
は
各
総
合

支
所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

問問
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け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

市
民
の
方
を
対
象
に
精
神
保
健

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
精
神
保
健

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

１
月
１７
日（
火
）午
前
１０

時
〜
午
後
４
時

◆
場
所

医
療
法
人
昨
雲
会

昨
雲
会
館
１
階
ホ
ー
ル

◆
内
容

○
講
座
１
「
現
代
、
心
模
様
」

○
講
座
２
「
ス
ト
レ
ス
対
処
法
に

つ
い
て
」

○
講
座
３
「
地
域
で
生
き
る
」

◆
講
師

精
神
科
医
師
、
臨
床
心

理
士
、
精
神
保
健
福
祉
士

◆
申
込
期
限

１
月
１０
日（
火
）

〔
定
員
５０
人
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
〕

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
昼
食

（
５
０
０
円
・
飲
み
物
付
き
）を
希

望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
時
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

保
健
課
健
康
係
☎（
２４
）５

２
２
３
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

⑨
の
次
に
②
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
〕

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

◆
受
付
時
間

○
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）…
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
７
時

○
火
曜
日
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

○
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
４
時

☎
０
５
７
０（
０５
）１
１
６
５

◆
日
時
・
場
所

○
第
１
回
…
２
月
１
日（
水
）午
後

１
時
３０
分
・
市
保
健
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

○
第
２
回
…
２
月
８
日（
水
）午
後

１
時
３０
分
・
熱
塩
加
納
会
館
大

ホ
ー
ル（
熱
塩
加
納
総
合
支
所
３

階
）

○
第
３
回
…
２
月
１５
日（
水
）午
後

１
時
３０
分
、
塩
川
福
祉
セ
ン
タ
ー

精
神
的
な
悩
み
で
お
困
り
の

方
、
ま
た
そ
の
家
族
の
方
の
相
談

に
、
精
神
科
医
や
保
健
師
が
応
じ

ま
す
。
※
費
用
は
無
料
で
す
が
、

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
日
時

１
月
２３
日（
月
）午
後
１

時
１５
分
〜
３
時
３０
分

◆
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
福
祉
課
☎
０
２
４
２（
２９
）５
２
７

５◆
日
時

１
月
１９
日（
木
）午
前
１０

時
〜
午
後
４
時

◆
場
所

喜
多
方
プ
ラ
ザ

※
予
約
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

相
談
日
の
前
日
ま
で
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

会
津
若
松
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
☎
０
２
４
２（
２７
）

５
３
２
１
〔
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
で

相

談

年

金

心
の
健
康
相
談

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

年
金
相
談
の
受
け
付
け

問問問問

申申申申

講
座
・
教
室

市
民
精
神
保
健
講
座
〜
共
に

生
き
る
〜

き
た
か
た
男
女
共
生
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座

会
議
室（
塩
川
公
民
館
１
階
）

◆
内
容

○
第
１
回
…
①
開
会
式
・
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
②｢

男
女
共
生
基
礎

講
座｣

「
男
女
共
生
サ
ポ
ー
タ
ー
の

役
割
に
つ
い
て
」〔
講
師
＝
福
島
県

男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
職
員
〕

○
第
２
回
…
①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
の
学
習
会｢

男
女
共
生
サ
ポ
ー
タ

ー
の
活
動
に
つ
い
て｣

○
第
３
回
…
①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
の
学
習
会｢

男
女
共
生
サ
ポ
ー
タ

ー
の
活
動
に
つ
い
て｣

②
修
了
証
書

交
付
・
閉
講
式

◆
募
集
人
数

２０
人
程
度

◆
募
集
期
間

１
月
４
日（
水
）〜

２０
日（
金
）

◆
受
講
料

無
料

◆
対
象
者

○
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
に
意
欲
・
関
心
を
持

っ
て
お
り
、
市
が
実
施
す
る
施
策
・

事
業
な
ど
の
企
画
や
実
施
に
協
力

し
た
い
方

○
男
女
共
同
参
画
の
推
進
の
た
め
、

学
習
・
活
動
し
た
い
方

○
地
域
に
お
け
る
社
会
参
加
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味･
関

心
が
あ
り
、
活
動
を
実
践
し
た
い

方◆
応
募
方
法

企
画
政
策
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
住
民
課
に
備
え
付

問問問問

申申申申
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森
林
環
境
税
を
活
用
し
て
「
木

工
ク
ラ
フ
ト
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
福
島
県
も
り
の
案
内
人
を
講

師
に
迎
え
、
木
材
を
利
用
し
て
動

物
や
昆
虫
な
ど
を
製
作
し
ま
す
の

で
、
木
材
に
触
れ
て
木
の
魅
力
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

１
月
２９
日（
日
）午
前
９

時
３０
分
〜
正
午（
受
け
付
け
…
９

時
）

◆
場
所

市
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

｢

上
三
宮
遊
樹
館｣
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
参
加
費

無
料

◆
募
集
人
数

３０
人
程
度（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
申
込
期
限

１
月
２４
日（
火
）

◆
申
し
込
み

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な

ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

農
林
課
農
山
村
振
興
室

☎（
２４
）５
２
３
４

第
３
回
「
き
た
か
た
喜
楽
里
博
」

も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
９

月
１７
日
か
ら
１１
月
１９
日
ま
で
の
６４

思
春
期
・
青
年
期
に
ひ
き
こ
も

る
子
ど
も
の
抱
え
る
問
題
や
そ
の

対
応
に
つ
い
て
学
習
会
、
情
報
の

提
供
ま
た
参
加
者
同
士
の
話
し
合

い
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
家
族

同
士
集
い
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆
日
時

２
月
９
日（
木
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◆
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務

所（
１
階
）会
議
室

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
福
祉
課
☎
０
２
４
２（
２９
）５
２
７

５
う
つ
病
の
治
療
を
受
け
て
い
る

方
の
家
族
の
方
を
対
象
に
、
う
つ

病
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
う

つ
病
に
つ
い
て
の
知
識
や
接
し
方
の

基
本
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
日
頃
の

思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

１
月
２０
日（
金
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◆
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務

所（
１
階
）会
議
室

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
福
祉
課
☎
０
２
４
２（
２９
）５
２
７

５
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室

「
ふ
ゆ
喜
楽
里
」

問問

問問

問問

申申申申
う
つ
病
家
族
教
室

催

し

日
間
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
風
評
被
害

に
負
け
な
い
対
策
と
し
て
７
月
２

日
か
ら
９
月
１６
日
ま
で
の
期
間
中

の
イ
ベ
ン
ト
を
、「
プ
レ
喜
楽
里
博
」

と
称
し
て
、「
元
気
な
喜
多
方
」
を

内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
喜
多
方
の
冬
の
賑
わ
い
を

よ
り
一
層
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
、
喜
多
方
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト（
１

月
〜
３
月
）を
集
約
し
、「
ふ
ゆ
喜

楽
里
」
と
称
し
て
情
報
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

◆
期
間

１
月
１２
日（
木
）〜
３
月

１１
日（
日
）

◆
内
容

「
喜
多
方
冬
ま
つ
り
」

や
「
初
市
」、「
山
都
寒
晒
し
そ
ば

ま
つ
り
」
な
ど
こ
れ
ま
で
市
内
の

各
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
を
集
約
し
た
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
月
配
布

の
「
観
光

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を

ご
覧
く

だ
さ
い
。

喜
楽
里
博
実
行
委
員
会
事
務

局
〔
観
光
交
流
課
内
〕
☎（
２４
）５

２
０
０

問問

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

○
２
月
に
実
施
す
る
経
済
セ
ン
サ

ス‐
活
動
調
査
は
、
す
べ
て
の
企
業・

事
業
所
を
対
象
に
、
全
産
業
分
野

の
経
済
活
動
を
同
一
時
点
で
網
羅

的
に
把
握
す
る
我
が
国
唯
一
の
調

査
で
す
。

○
調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行

政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業

振
興
や
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
の

地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

○
支
社
な
ど
の
な
い
事
業
所
な
ど

に
は
、
調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調

査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。

○
支
社
な
ど
を
有
す
る
企
業
に

は
、
国
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
が

民
間
事
業
者
を
通
じ
て
本
社
な
ど

に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

○
調
査
票
は
、
１
月
末
日
ま
で
に

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
２
月
１
日

以
降
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
福
島

県
・
喜
多
方
市
〔
情
報
政
策
課
情

報
統
計
班
☎（
２４
）５
２
１
４
〕

案

内

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動

調
査
を
実
施
し
ま
す

問問

平成24年度生徒募集平成24年度生徒募集
多くの卒業生が市内病院、医院で病める方々のために活躍しています ！

○ 准看護師養成　　　　　　○募集定員　20名　　　　　　○履修期間　2年間
○ 応募資格　　中卒業以上、年齢・男女の別は問わず
　　　　　　　　　　　 　社会経験者、主婦の方の入学者が増加し、
　　　　　　　　　　　 　資格を取得しています
○ 願書受付　　Ⅱ期　平成24年2月15日㈬～2月29日㈬
［詳しい問合せは］

喜多方准看護高等専修学校 電話 0241-22-1219
ホームページ http://park8.wakwak.com/̃kitaishi/
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ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

◆
日
時

１
月
１５
日（
日
）午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分

◆
場
所

市
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者

市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方

※
お
子
様
連
れ
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
。
中
学
生
以
下
の
方
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

◆
申
し
込
み

事
前
の
申
し
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い（
当
日
、
受
付

に
お
い
て
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

※
今
回
の
み
の
参
加
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

財
政
課
本
庁
舎
建
設
準
備
室

☎（
２４
）５
２
６
７

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基

カ
ー
ド
）は
、
市
が
交
付
す
る
安
全

性
に
優
れ
た
ＩＣ
カ
ー
ド
で
す
。
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
と
同
等

の
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。
特
に
写
真
付
の
住

基
カ
ー
ド
は
運
転
免
許
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
に
と
っ
て
、
有
効
な

ふるさと納税（寄付）へのご協力あ
りがとうございます

今年度のふるさと納税（寄付）は、11月末
現在で95人の方から4,584,555円を寄付いた
だきました。
　寄付者の中には、昨年に引き続き、今年
も「喜多方市を応援したい」とのことで、再
度ご寄付いただいた方もいらっしゃいます。
　市では、寄付いただきました皆さんのお
気持ちに沿えるよう、大切に使わせていた
だきたいと考えています。
　今年度も引き続き「ふるさと喜多方」に
対するご支援をよろしくお願いします。
　寄付の受け付けは随時行っています。
※これまでの詳細および申し込み方法など
は、市のホームページをご覧ください。
企画政策課過疎地域集落対策室

　 ☎0241(24)5209、FAX0241(25)7073、

　Ｅメールseisaku@city.kitakata.fukushima.jp

平
成
２４
年
喜
多
方
市
消
防
出

初
式
の
開
催
に
よ
り
、
市
道
押
切

東
線
の
一
部
が
次
の
と
お
り
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時

１
月
６
日（
金
）午
前
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

◆
区
間

市
道
押
切
東
線
の
一
部

（
押
切
川
公
園
自
由
広
場
北
側
交

差
点
か
ら
押
切
川
公
園
体
育
館
南

側
信
号
機
ま
で
）

生
活
環
境
課
生
活
安
全
係

市
消
防
出
初
式
に
伴
う
市
道
の

一
部
通
行
止
め

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
す
か

第
２
回
新
本
庁
舎
建
設
基
本
設

計
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

案

内

☎（
２４
）５
２
２
１

市
で
は
、
利
用
し
や
す
く
親
し

ま
れ
る
新
本
庁
舎
の
建
設
を
目
指

し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
基
本
設
計
を

進
め
る
た
め
、
設
計
受
託
者
で
あ

る
有
限
会
社
ナ
ス
カ
と
と
も
に
全

６
回
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
】

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
由
に
意
見
や

問 問

問問

本
人
確
認
の
書
類
と
な
り
ま
す
。

手
数
料
は
１
枚
５
０
０
円
で
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
作
成
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
住
基
カ
ー
ド
が
あ
る
と
便
利
な

場
合

○
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
で
な
い

方
…
市
役
所
窓
口
手
続
に
お
け
る

本
人
確
認
時
、
銀
行
に
お
い
て
１０

万
円
を
超
え
る
現
金
振
込
を
す
る

と
き
、
新
規
で
口
座
開
設
す
る
と

き
、
携
帯
電
話
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
な
ど
を
新
規
契
約
す
る
と
き

※
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
利

用
で
き
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
所
得
税
の

申
告
を
さ
れ
る
方
…
利
用
す
る
際

に
住
基
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
併
せ
て
、
公
的
個
人
認
証
の

手
続
き
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
に
必

要
な
も
の

○
本
人
が
申
請
す
る
場
合
…
印
鑑

（
認
印
で
可
）、
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
）

○
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
…
印

鑑（
本
人
・
代
理
人
両
方
）、
代
理

人
の
本
人
確
認
書
類
、
本
人
の
顔

写
真

◆
住
基
カ
ー
ド
の
交
付

本
人
申
請
で
運
転
免
許
証
な
ど

の
写
真
付
の
公
的
な
身
分
証
明
書

を
お
持
ち
の
方
は
、
即
日
交
付
し

ま
す
。

本
人
申
請
で
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
で
な
い
場
合
ま
た
は
代
理
人

申
請
の
場
合
は
、
申
請
者
宛
て
に

回
答
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
記

載
の
う
え
保
険
証
を
添
え
て
再
度

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い（
各
総
合

支
所
住
民
課
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
）。

※
住
基
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
再
交
付
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。市

民
課
市
民
窓
口
係

☎（
２４
）５
２
２
５

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
き
た
か
た
１２
月
号
の
１７
ペ

ー
ジ
「
冬
期
間
宿
泊
促
進
事
業
」

に
関
す
る
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

○
〔
誤
〕
大
人（
中
学
生
以
上
）２

５
０
０
円
、
子
ど
も（
３
歳
以
上
小

学
生
ま
で
）１
８
０
０
円

↓

○
〔
正
〕
大
人（
高
校
生
以
上
）２

５
０
０
円
、
小
人（
３
歳
以
上
中
学

生
ま
で
）１
８
０
０
円

観
光
交
流
課
着
地
型
観
光
推

進
室
☎（
２４
）５
２
４
９

問問問問
申申

問 問
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◆
申
し
込
み

必
要
事
項
〔
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

受
講
種
目（
必
要
に
応
じ
段
）、
弁

当
注
文
の
有
無
〕
を
記
入
の
う
え

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
両
日
と
も
、
午
後
４
時
１５
分
頃

か
ら
孔
祥
東
氏
に
よ
る
模
範
演
武

が
行
わ
れ
ま
す（
観
覧
自
由
）。

高
齢
福
祉
課
介
護
予
防
係

☎（
２４
）５
２
４
２

塩
川
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
内
の
保
留
地
を
公
売
し
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

２
月
１１
日（
土
）午
前

１０
時
〜
午
後
４
時
３０
分
、
１２
日

（
日
）午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４

時
３０
分

◆
場
所

押
切
川
公
園
体
育
館

◆
講
師

石
原
泰
彦
氏
〔（
社
）日

本
武
術
太
極
拳
連
盟
理
事
〕、
孔

祥
東
氏
〔（
社
）日
本
武
術
太
極
拳

連
盟
特
別
招
請
コ
ー
チ
〕

◆
内
容

１
日
２
種
目
の
講
習
会

を
実
施
し
ま
す
。
１
種
目
を
選
択

し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

【
２
月
１１
日（
土
）】

○
２４
式
太
極
拳
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講

習（
担
当
＝
石
原
講
師
）…
愛
好
者

対
象（
技
能
検
定
初
段
以
上
取
得

者
対
象
）、
定
員
１
２
０
人

座っても立ってもできる
太極拳ゆったり体操で介護予防！

～股関節を開く動作～

　太極拳ゆったり体操は、高齢者の介護予防
に効果が高い体操です。毎月連載で、椅子に
座って行う【入門編・座位バージョン】を紹介
しています。気軽に･楽しく･安全に、体操しま
しよう。
〔注意〕安定した椅子を準備してください。痛
みを感じる動作、気持ちよく行えない動作は、
無理に行わないでください。
(鏡を見るように真似してください)

①指を組んで、手のひ
らを返し、身体をぐし
ゃっとつぶすようにし
ます。

③前かがみになりなが
ら手を下ろして指をほ
どきます。

②おへそを前に出すよ
うに、背中を起こしな
がら手を上に、つま先
を踏み締めながら背筋
を伸ばして身体をわず
かに前に倒し、手のひ
らを返します。

④左手で左ひざを引き上
げるようにして、身体を
起こし、右手を前に上げ
て鉤手(かぎて)にします。

⑤両方を同時に外側に
開きます。ゆっくり戻
して、もう一度開いて、
ゆっくり戻します（反
対側も行います）。

 高齢福祉課介護予防係　☎(24)5242問 問

８．股関節を開く動作

｢その日の体調に合わせて、
気持ち良く無理なく身体を
伸ばしましょう｣

太極拳ゆったり体操
リーダー
五十嵐キウ子さん

〔ワンポイント〕

次号…踵を蹴り出す動作

第
８
回
喜
多
方
冬
の
太
極
拳
講

習
会

保
留
地
の
公
売

○
２４
式
太
極
拳
講
習（
担
当
＝
孔

講
師
）…
参
加
資
格
は
問
い
ま
せ

ん
。
定
員
１
０
０
人

【
２
月
１２
日（
日
）】

○
太
極
養
生
功
・
入
門
太
極
拳
講

習（
担
当
＝
石
原
講
師
）…
参
加
資

格
は
問
い
ま
せ
ん
。
特
に
初
心
者

の
方
に
お
す
す
め
し
ま
す
。
定
員

１
０
０
人

○
３２
式
太
極
剣
講
習（
担
当
＝
孔

講
師
）…
参
加
資
格
は
問
い
ま
せ

ん
。
太
極
剣
を
貸
し
出
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
定
員
１
２
０
人

◆
受
講
料

１
種
目
に
つ
き
２
０

０
０
円
。
弁
当
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
お
茶
付

き
８
０
０
円
）。

◆
申
込
期
間

１
月
６
日（
金
）〜

３１
日（
火
）

問問

申申

◆
所
在
・
面
積
・
価
格

保
留
地
一
覧
の
と
お

り◆
受
付
期
間

土
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。

◆
申
し
込
み

申
込

書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
必
要
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
先
着
順
に

契
約
と
な
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
都

市
計
画
係
☎（
２４
）５
２

４
１
ま
た
は
塩
川
総
合

支
所
建
設
課
建
設
管

理
係
☎（
２７
）２
１
１
３

問問
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休日 病院・医院名（　）内は所在地

1月
8日
（日）

県立喜多方病院（字稲清水）
☎（22）2181

9日
（月）

小野病院（字沼田）
☎（22）0414

15日
（日）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

22日
（日）

佐原病院（字永久）
☎（22）5321

29日
（日）

県立喜多方病院（字稲清水）
☎（22）2181

2月
5日
（日）

小野病院（字沼田）
☎（22）0414

月 日 献血時間 場　　所

１月
12日
（木）

午後 3時～
 4時30分

JA会津いいで
喜多方総合支店

24日
（火）

午前10時～
正午

有隣病院
昨雲会館前

31日
（火）

午後 1時～
4時30分

市では、次により無料の相談業務を行っています。相談を希望
される方は電話予約をお願いします。
相談予約は、毎月1日の午前8時30分から受け付けます（１月は

４日（水）からとなります）。

街頭献血にご協力を！

1月
8日
（日）

くまたクリニック（塩川町東栄町）
☎（28）1233

9日
（月）

齋藤医院（南町）
☎（22）0212

15日
（日）

高橋小児クリニック（幸町）
☎（25）7066

22日
（日）

武田医院（塩川町東栄町）
☎（27）4031

29日
（日）

手代木病院（上町東）
☎（22）0034

2月
5日
（日）

鳴瀬病院（西四ッ谷）
☎（24）3333

日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行

政

１月10日（火）
午前１0時

～正午

塩川保健福祉
センター（いきい
きセンター）

江花喜代志
行政相談員

塩川総合支所
住民課
☎（27）2400

11日（水）
午前10時

～正午
山都開発
センター

鈴木　俊子
行政相談員

山都総合支所
住民課
☎（38）3825

13日（金）
午後 1時

～ 4時
本庁

少年センター
大原　尚子
行政相談員

生活環境課
☎（24）5221

19日（木）
午前 9時
～11時30分

高郷公民館 穴澤　松雄
行政相談員

高郷総合支所
住民課

☎0241（44）2113

20日（金）
午前 9時

～正午

熱塩加納保健
福祉センター
（夢の森）

加藤　安幸
行政相談員

熱塩加納総合支所
住民課
☎ （36）2113

人

権

１月19日（木）
午後 1時

～ 4時

本庁
少年センター

矢部　公子
渡部　惠子
人権擁護委員

生活環境課
☎（24）5221

法
律
１月27日（金）
午前10時
～午後 3時

井川憲太
弁護士

消
費
生
活

１月12日（木）
　 26日（木）
午前10時
～午後 3時

横島　裕子
消費生活相談員

健

康

相

談

１月11日（水）
午前 9時30分
～10時30分

喜多方市
保健センター

　赤ちゃんから高齢者まで、健
康・栄養・運動・育児等につい
て保健師・栄養士が個別相談
に応じます。気軽にご利用くだ
さい。
　なお、喜多方市保健センター
で相談を希望される方のみ、事
前の電話予約（保健課健康係☎
（24）5223）をお願いします。

高郷公民館

17日（火）
午前 9時30分
～10時30分

塩川保健福祉
センター（いきい
きセンター）

山都保健
センター

25日（水）
午前 9時30分
～10時30分

熱塩加納保健
福祉センター
（夢の森）
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の『市民と市長の談話室』

◆日時

○1月24日（火）午前9時～正午
○2月  7日（火）午前9時～正午
◆場所

○1月24日…高郷総合支所
○2月  7日…市保健センター
◆対話者　市民の皆さんなら、どなたでも対話
　　　　　 できます。
◆対話時間　1人（組）25分以内とします（受付順）。
◆申し込み　1月24日開催分は1月18日（水）まで
　高郷総合支所住民課へ、2月7日開催分は2月1
　日（水）まで総務課へ、電話でお申し込みくだ
　さい。
※有意義な対話になるよう、申し込みの際にお
　話したい簡単な内容をお知らせください。
申 高郷総合支所住民課地域振興班☎0241（44）

2111、総務課広報広聴室☎（24）5206

喜多方市美術館からのご案内

一般図書

図書館イベント案内
□蔵のこて絵&レリーフパネル展

1月4日（水）～1月13日（金）
□おはなしドライブ

1月8日（日）、15日（日）、22日（日）、29日（日）午
前11時～11時30分
□図書修理講習会

1月14日（土）午前10時30分～11時30分
□ちっちゃなおはなしかい　

1月19日（木）午前11時～11時20分
□ユニットおりがみ教室

1月28日（土）午前10時～11時30分

新刊案内（一部）

１月・２月

児童図書

市政に対するご意見やご
要望、まちづくり提案、身
近な話題など　市長と直接
対話してみませんか

 話  者  を募集します対 話 者 

★小林豊「絵本原画展」★
日本画家・小林豊氏の「絵本原画展」を1月14日

（土）～1月29日（日）までロビーにて展示いたし
ます。絵本、ラフスケッチなどの美しい原画をど
うぞご鑑賞ください。

◆開館時間
○火～金曜日………午前9時30分～午後7時
○土･日･祝日…午前9時30分～午後5時30分
◆休  館  日 1月1日～３日、10日、16日、23日、30日
問 喜多方市立図書館☎(22)1855

館 蔵 展
喜多方市美術館の所蔵作品で構成する「館蔵

展」。今回の館蔵展は、去る10月に93歳で亡くなっ

た石山富彦の作品を中心に展示します。

石山富彦は、1918年会津若松市に生まれ、長き

に渡り会津の美術に貢献しました。写実主義を貫

き、ふるさと会津の風景を数多く描き、生涯現役

をとおします。

疎開を機に会津に移り住み石山富彦とともに終

生交流を続け切磋琢磨した鈴木亮平（1914～1999

東京都生まれ）の作品などの他、今年度新たに収

蔵した作品も含め紹介します。

◆会　　期　　12月17日（土）～１月22日（日）
◆休  館  日　　水曜日
　　　　　　12月26日（月）～１月４日（水）は休館

◆入  館  料　　一般　　　　　300（250）円料

　　　　　　大学・高校生　 200（150）円
　　　　　　小・中学生　　 100（ 80）円
　　　　　　（　）内は20人以上の団体料金

◆開館時間 　午前10時～午後６時
　　　　　　（最終入館は午後５時30分）

問 喜多方市美術館☎（23）0404問 問

問 問申 申

・いのちの言葉　－3・11後の日本へー　　ダライ・ラマ14世
・家紋歳時記 高澤　等
・ニッポンの書評 豊崎　由美
・じゃがいも、玉ねぎ、にんじんさえあれば！ 荻野　恭子
・「機能性プラスチック」のキホン 桑嶋　幹
・Ｂ級ご当地グルメでまちおこし 俵　慎一
・謎解きはディナーのあとで　２ 東川　篤哉
・消失グラデーション 長沢　樹
・夢違 恩田　陸
・特捜部Ｑ ユッシ・エーズラ・オールスン

・なぜ？どうして？社会のお話 橋本　五郎
・生きものびっくり生態図鑑 リン・ハギンス＝クー
・ずかんプランクトン 清水　洋美
・うさぎのラジオ 島村　木綿子
・つむぎがかぞくになった日 なりゆき　わかこ
・死神の追跡者（トム・マーロウの奇妙な事件簿１） クリス・プリーストリー
・10人のゆかいなひっこし 安野　光雅
・みんなで！いえをたてる 鈴木　まもる
・みずいろのマフラー 松成　真理子
・じゅうにしのおはなしめいろ 奥野　涼子

 
 
 
 
 問 問
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表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙
のののののののの
写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真

表
紙
の
写
真

喜
多
方
市
総
務
部
総
務
課

16,950世帯

51,718人

24,451人

27,267人

42人

72人

　6 1人

　7 9人

喜多方市の人口
（平成23年11月1日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。

別府の一里塚別府の一里塚

「
一
里
塚
」と
は
、
旅
人
の
目
印
と
し
て一
里（
約

４
㌔
㍍
）
ご
と
に
街
道
筋
に
造
ら
れ
た
土
盛
り
の

塚
の
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
全
国
的
に

整
備
さ
れ
ま
し
た
。街
道
の
両
側
に
対
で
設
置
さ

れ
る
の
が
普
通
で
、そ
の
上
に
エ
ノ
キ
・マ
ツ
・
ス
ギ
・

ケ
ヤ
キ
な
ど
の
標
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
別
府
の一
里
塚
は
、若
松
城
下（
現
在
の
大

町
交
差
点
を
起
点
と
す
る
）
か
ら
熊
倉
を
経
て

米
沢
へ
と
至
る
米
沢
街
道
の
両
側
に
あ
り
、
慶
長

13
年
（
１
６
０
８
年
）
頃
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。一
里
塚
の
南
側
50
㍍
ほ
ど
の
所
に

は
、「
米
沢
街
道
」の
道
標
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

塚
の
規
模
は
、
西
側
の
塚
が
底
径
11
・
８
㍍
、
高

さ
２
・
81
㍍
で
ほ
ぼ
正
円
、
東
側
の
塚
が
底
径

１４
・
15
㍍
、高
さ
２
・
75
㍍
で
、ク
ヌ
ギ
と
サ
ク
ラ

の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
頂
上
に
は
、
雷

神
の
石
の
祠
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

時
代
を
経
て
失
わ
れ
て
い
く
も
の
が
多
い
中
、

保
存
状
態
が
良
好
で
、
両
方
の
塚
が
残
っ
て
い
る
一

里
塚
は
県
内
で
も
非
常
に
少
な
く
、会
津
に
お
け

る
交
通
史
上
重
要
な
史
跡
で
す
。

■
所
在
地

喜
多
方
市
塩
川
町
小
府
根
字
五

百
刈
１
８
９
３
ほ
か

文
化
課
文
化
振
興
係

☎（
24
）３
８
２
１

い
ち
り
づ
か

ほ
こ
ら

ま
つ

ひ
ょ
う
ぼ
く

問問

べっ　　ぷべっ ぷ いち　いち り　り　り づかづかづか

市県指定史跡【塩川町】

別府一里塚全景（南西より撮影）「別府の一里塚」の石碑と説明板

米沢街道の道標

12
月
10
日
、
高
郷
公
民
館
で
行
わ
れ
た

高
郷
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
の
様
子
で
す
。

シ
ェ
フ
指
導
の
も
と
、
エ
プ
ロ
ン
で
身
支
度

し
、
ま
ず
は
甘
い
衣
を
作
り
ま
す
。
衣
を

つ
け
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
じ
っ
く
り
と
油
で

揚
げ
る
と
、
お
な
じ
み
の
狐
色
に
膨
ら
む

ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
の
完
成
で
す
。


